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品質管理部からのお便り
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今年も展示会シーズンがやってまいりました。

製造メーカーとして、お客様の声を直接聞けるチャンス！＆ 新しいお客様と出会えるチャンス！！

ものづくり企業展示商談会

11月21日（木）

栃木県宇都宮市 マロニエプラザ

中小企業新ものづくり・新サービス展
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東京ビッグサイト東7ホール K31

セミコンジャパン
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東京ビッグサイト東7ホール

7009 栃木県ブース内
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以下の展示商談会に参加予定です。

ご参加予定あれば、お近くにお越しになる予定があれば、ぜひ弊社ブースへもお立ち寄りください。

※静電気対策フィルム中心に展示します

※静電気対策フィルム中心に展示します※シュリンクフィルム＆静電気対策フィルム

を展示します

過去の

展示会の

様子

※
こちらの
サンプラNEWSが

お手元に届いた際、
すでにイベントが
終了している場合が

ございます。
ご容赦ください。

品質管理の取り組みの一つを紹介いたします。

当社では品質基準書に基づいて工程内検査・出荷検査を実施していますが、

その際に検査で弾いたものを「社内品質不適合品」として集計、

現物を回覧することで、各部署で改善活動を行っています。

季節、人員配置変更、設備の摩耗など不適合要因は様々ですが、

数字に基づいて傾向をつかむことで対策を検討しやすくなっています。

品質向上には終わりがありません。

今後もより良い商品をお客様にお届けできるように取り組んでまいります。

11月になりましたが日中は夏日になる日もあり、毎朝の洋服選びに苦労しています。
体調崩さぬよう気をつけたいですね。

前号では栃木のお米について触れましたが、今号では栃木の日本酒について紹介します。
米どころ栃木には、30の酒造メーカーがあり100種類以上のお酒が楽しめます。
そんなでもオススメは大田原市にある「天鷹酒造」です。
日本酒で国内外の有機認証を取っており、様々な企業団体ともコラボしながら
日々チャレンジしている酒蔵さんです。
先日蔵見学をさせていただきましたが、ちょうど仕込みの真っ最中でした。
巨大な精米機に蒸し器、貯蔵タンクは圧巻でした。
こだわりと愛情をもって仕込みをされている様子には、同じ製造業として
大変勉強になりました。
天鷹酒造さんの代表銘柄は、天鷹「心」です。
冷ももちろんですが、ぬる燗が最高に上手い日本酒です。

コタツで暖まりながら、燗酒をチビチビと。これから新酒がぞくぞくと出てきます。
その際は、ぜひ栃木の日本酒で心も体も温めてみてはいかがでしょうか。

https://www.ashigin-shoudankai.jp/monodukuri/
https://www.shin-monodukuri-shin-service.jp/
https://www.semiconjapan.org/jp
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次回のサンプラNEWS、

37号・冬号は2月中旬発行予定です。

「今日はなんだか寒いね」「でも週末はまた暑くなるみたい」「そうなんだ！天気いいのかな？寒いのは嫌だね～」

という会話を先日社内でしたのですが、考えてみたらもう11月も中旬で・・寒さを感じるのが当たり前の季節なのに

「暑い」という方がおかしいんですよね。早く衣替えをしなければと思いながら、天気とにらめっこする毎日です。

ただ、今年の冬12月～２月は昨年よりも厳しい寒さで春は遠いという予報も出ているようです。

次のサンプラNEWSでは「寒い、寒い」の話が出ているでしょうか？

今年も残すところあと1カ月半となりました。どうぞご自愛してお過ごしください。

事例・業界情報

那須塩原市の紅葉も見ごたえありです★

11月の三連休から見ごろを迎えた紅葉。今年は例年よりもやや遅めの色づきとなりました。

栃木県で紅葉といえば,毎年テレビの中継が入るほどの名所『日光 いろは坂』が有名ですが、弊社の本社・工場がある

那須塩原市も日光に負け時と紅葉の見どころスポットが多くあるエリアです。紅葉の写真をおすそ分けいたします。

塩那スカイラインは塩原温泉と那須高原を結ぶ予定が
険しさから工事断念途中行き止まりとなった山岳道路です。
くねくねした山道を上がると空が近くなり紅葉のシーズンは

空と山のコントラストが絶景の一押しスポットです。
紅葉がきれいな場所は新緑の季節も美しいですよね！
春秋気候の良い時にぜひ遊びにきてください♪

日に日に寒さが増す今日この頃、皆さまいかがお過ごしでしょうか？

ノンフタル酸PVCシュリンクチューブ 耐寒・高強度グレード『G-101K』のご紹介

冬になると皆さま食べたくなるものと言ったら、やっぱり『カニ』ではないでしょうか！！

タラバガニ、ズワイガニ、毛ガニ、花咲ガニとカニにもいろいろ種類がありますが、

カニを冷凍保存・保管・輸送する際にご利用いただいているのが弊社で製造しております

ノンフタル酸PVCシュリンクチューブの『G101-K』になります。

こちらのシュリンクチューブは、冷凍にも耐えうる耐寒性とカニのトゲでも破れにくい

高強度を実現したシュリンクフィルムになります。

冷凍製品のシュリンクでしたら、是非！サンプラスチックにご相談下さいませ。

宜しくお願い致します。

では、なぜカニをシュリンクするかといいますと！

シュリンクせずに輸送した場合、トラックの振動などでカニの足が折れてしまったらどうでしょう！！

商品の価値としては半減どころか販売するのは難しくなってしまいます

そのため冷凍のカニはシュリンク加工することで足が折れないように工夫された包装形態になります。

同じような使われ方としては、年末のおせち料理に使われる輸入の伊勢海老にご使用いただいております。

こちらも伊勢海老の触覚や足が折れないようにシュリンク加工・包装して出荷されています。

他弊社の実績としましては、冷凍のピザ⇒ピザの具が輸送時に剥がれないようにするため、

自動販売機用冷凍餃子⇒フードパックに入った冷凍餃子が取出口に落ちた時に

カパッと開かないため、などなど、冷凍製品関係で多数仕様実績がございます。

今後もより良い商品をお客様にお届けできるように取り組んでまいります。


